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令和３年 

４月号 

西中学校 

 

新年度が始まりました。環境が変わって、緊張やストレスで早くも体調を崩している人はいま

せんか？そんな時には美味しいものを食べて、心も体もリフレッシュしましょう。西中学校では、

少しでもお子さんの健やかな成長のお役に立てるよう、さまざまな食育に取り組み、食に関する

情報をいろいろな形で発信し、食育だよりで紹介していきます。 

「食育」を家庭だけではなく、学校、地域が協力しあい、一丸となって進めていきたい

です。 

ごはん(左)、汁(右)「右利きの場合」 

『果物・ふりかけ』 

 

『主なおかず』 

コロッケなどの揚げ物や

焼き魚など 

『あえ物やサラダ』 

 『牛乳』 

 

『主食』 

ごはんやパン、めんなど 

『汁物・煮物』 

みそ汁やスープ煮物など 

４月の給食目標 

給食の準備をきちんとしよう 

『お知らせ』 

 学期ごとに給食セルフチェックカードを

実施します。実施後、保護者の方にも結果

をみていただきます。ご協力お願いいたし

ます。 

 第１回は５月中旬を予定しています。 

 ５月号で詳しい内容を掲載予定です。 

【給食時間における新型コロナウイ

ルス対応について】 

※ 手洗いを徹底し、配膳は密にならない

ように工夫します。 

※ 当分の間、生徒は全員が前を向いて静

かに給食を食べ、安全に給食時間を過ご

します。 

※ 「いただきます」までマスクを着用し、

会食中もハンカチで「咳エチケット」を

心がけます。会食後はすぐマスクを着用

し、感染防止に努めます。 

 下痢や発熱、腹痛などないか確

認する。症状のある人は担任に申

し出て、当番を代わってもらう。 



給食について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校給食は戦後、児

童、生徒の健康の保持

と体位の向上に大き

な役割を果たしてき

ました。現在では、「食

育」の観点から生涯を

通じて健康で充実し

た生活を送るために

望ましい食生活の基

礎・基本を養い、感謝

の心や伝統的な食文

化の理解を深めるこ

とも目標とされてい

ます。 

＜学校給食の所要栄養量基準＞

（生徒１人１食あたり） 

 給食は 1 日の所

要栄養量の約 3 分

の 1 を充足できる

よう考えられてい

ます。「カルシウム」

については、日常生

活で摂取しにくい

ことを考慮して 1

日の所要量の半分

をとれるように工

夫しています。 

※令和３年４月に

基準が変わりまし

た。 

区分 
１日に必要な栄養所要量に対す

る学校給食の割合 
中学生(１２～１４歳) 

エネルギー（kcal） ３３％ ８３０ 

たんぱく質（g） 学校給食による摂取エネルギー全体の１３～２０％ 

脂肪（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の２０～３０％ 

カルシウム（mg） ５０％ ４５０ 

鉄（g） ３３％ ４．０→４．５ 

ビタミン A（μgRE） ４０％ ３００ 

ビタミンＢ１（mg） ４０％ ０．５０ 

ビタミンＢ２（mg） ４０％ ０．６０ 

ビタミンＣ（mg） ３３％ ３０→３５ 

食物繊維（g） ８g／1000kcal ６．５→７．０ 

食塩相当量（g） ３３％ ２．５ 

 

栄養教諭の曽根 規容子(そね きよこ)です。 

私は、給食センターと西中学校を毎日行ったり来たりしていま

す。食に関することで、何かご質問・ご要望がありましたら、西中

学校にお尋ねください。よろしくお願いします。 


